
性的少数者に関わる政策課題についてのアンケート 2019.7.15

１．自治体で行われた性的少数者についての大規模調査について

・賛成、調査は拡大すべきである。

●意見

性的少数者にかかる政策を的確に行うためには、まず実態を把握するために調査をするこ

とが必要ですから、調査に大賛成です。ＬＧＢＴを取り巻く環境や課題がもっと周知され、

国民全体で議論を進めるべきものです。本来は、公共放送であるＮＨＫがしっかり調査し

報道するべきです。（放送法第８１条２項「協会は、公衆の要望を知るため、定期的に、科

学的な世論調査を行い、かつ、その結果を公表しなければならない。」）

２．同性婚について

●同性同士で婚姻できることに対する賛否

・賛成

●内縁関係を同性同士でも認めることに関して賛否

・賛成

その他、意見

戸籍制度（戸籍法）は不要です。様々な形を認めていくべき。公共放送であるＮＨＫが諸

外国の婚姻制度や家族のあり方など真実を報道し、日本の戸籍制度が旧態依然とした封建

社会のものであることをしっかりと伝えていくべきです。

３．現職議員による、性的少数者に対する無理解があると思われる発言について

●意見

性的少数者の方のことだけでなく、ＮＨＫ受信料の家計負担など、国民生活の実態を知ら

ない、価値観、視野が狭い人が国政を担っても成果は残せないと思います。
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